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表面増強赤外吸収分光法（SURFACE ENHANCED INFRARED ABSORPTION
SPECTROSCOPY; SEIRAS）は、基板上への化学蒸着などにより自然に形成され
る島状構造をもつ薄い金属膜を用いる、表面化学の分光学的解析手法である。
SEIRA活性膜の作製は比較的容易であり、多くの研究室で導入しやすい。信号増
強は先進的なナノアンテナ等の手法に比べて中程度（約10〜100倍）であるが、
単分子層レベルの吸収信号を検出するのに十分な感度を有する。さらに、
SEIRASは金属表面近傍の化学変化を選択的に観測できるため、試料が界面に固
定化されている場合、バルク相からの大きな背景信号に埋もれることなく、対
象分子の表面化学反応を追跡できる。本発表では、SEIRASの基本メカニズムか
ら具体的な実験方法、さらに生物系を対象としたSEIRASの応用例として、脂質
二分子膜における膜貫通ペプチドPHLIP（PH LOW INSERTION PEPTIDE）の膜
挿入・折り畳み過程の観測結果について報告する。　
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